
令
和
六
年
の
夏
季
宿
泊
研
修
会

は
、
猛
暑
が
続
く
九
月
八
日
、
九

日
、
岐
阜
市
に
あ
る
ホ
テ
ル
パ
ー

ク
で
行
わ
れ
た
。
金
華
山
、
岐
阜

城
を
望
む
長
良
川
沿
い
の
風
光
明

媚
な
景
色
に
こ
こ
ろ
洗
わ
れ
る
。

研
修
メ
ニ
ュ
ー
は
、
石
黒
鴻
羽
研

修
部
長
の
講
話
「
芭
蕉
と
芭
蕉
の

句
碑
に
つ
い
て
」、
伊
藤
春
魁
、

安
藤
餘
香
、
𠮷
田
南
洋
の
三
先
生

に
よ
る
詩
文
書
作
品
の
実
作
と
解

説
、
休
憩
を
挟
ん
で
院
人
有
志
の

詩
文
書
作
品
の
鑑
賞
、
そ
し
て
会

長
風
岡
五
城
先
生
に
よ
る
総
括
と

盛
り
沢
山
。
興
味
深
い
講
話
と
実

作
の
鮮
や
か
な
筆
さ
ば
き
、
そ
し

て
総
括
の
深
い
お
話
に
と
出
席
者

は
皆
、
充
実
し
た
表
情
に
見
え

た
。
そ
の
後
に
行
わ
れ
た
懇
親
会

で
は
、
鮎

な
ど
の
和

食
に
舌
鼓

を
打
ち
な

が
ら
各
社

中
交
じ
り

合
っ
て
親

交
を
深
め

た
。研

修
局

の
ご
苦
労

に
感
謝
で

す
。

西
尾
邑
城
遺
墨
展
、
40
回
記
念
展

を
終
え
て

代
表
　
牧
野
邑
翠

　

八
月
二
十
五
日
に
六
日
間
の
西

尾
邑
城
遺
墨
展
と
四
十
回
の
記
念

展
を
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
暑
い
中
に
も
か
か
わ
ら
ず

沢
山
の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、

第
一
五
三
号

令和 6年 12 月
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東
海
書
道
藝
術
院
宿
泊
研
修
会

岐
阜
市
　
ホ
テ
ル
パ
ー
ク

風岡五城 会長

吉田南洋 常任理事 安藤餘香 副理事長

伊藤春魁 副理事長 石黒鴻羽 研修部長

会
員
一
同
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

先
生
が
突
然
亡
く
な
ら
れ
私
達

は
途
方
に
暮
れ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
家
の
明
け
渡
し
の
期
限
が
切

ら
れ
て
「
何
と
か
し
な
く
ち
ゃ
」

と
、
子
供
の
教
室
、
沢
山
の
本
や

紙
・
墨
等
を
片
付
け
、
作
品
を
集

め
整
理
し
て
何
と
か
開
催
に
こ
ぎ

第
40
回
記
念
清
和
会
書
展
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つ
け
ま
し

た
。
快
く

協
力
し
て

く
だ
さ
っ

た
表
具
屋

さ
ん
、
心

の
落
ち
着

か
な
い
中
、

頑
張
っ
て

作
品
を
書

い
た
会
員
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

開
催
中
は
多
く
の
東
書
藝
の
先

生
方
は
じ
め
、
他
の
会
の
先
生
方

も
お
忙
し
い
中
ご
来
場
く
だ
さ

り
、
励
ま
し
の
お
言
葉
や
多
く
の

貴
重
な
お
話
を
頂
戴
で
き
て
大
変

う
れ
し
く
、
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。
閉
め
た
教

室
の
生
徒
さ
ん
や
ご
家

族
も
来
て
く
だ
さ
り
、

先
生
の
思
い
出
話
も
で

き
て
感
無
量
で
し
た
。

ま
た
整
理
中
に
あ
ち
こ

ち
か
ら
出
て
き
た
先
生

の
使
い
さ
し
の
多
く
の

墨
も
、
皆
さ
ん
に
貰
っ

て
い
た
だ
け
て
む
だ
に

せ
ず
に
済
み
、
お
話
も

で
き
て
こ
れ
に
も
感
謝

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て

絶
筆
を
含
め
た
先
生
の

書
に
沢
山
の
賛
辞
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
先

生
は
本
当
に
皆
さ
ん
に
慕
わ
れ
て

い
た
ん
だ
な
と
あ
ら
た
め
て
感
じ

ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
「
先
生
が
喜

ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
」「
今
日

の
雨
は
う
れ
し
涙
で
す
よ
」
と
声

か
け
し
て
く
だ
さ
り
、
私
達
も
本

当
に
う
れ
し
く
、
安
心
と
大
き
な

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
残
っ
た
会
員
で
、
細
々

で
も
先
生
の
御
遺
志
を
引
き
継
い

で
い
こ
う
と
練
習
会
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私
達

で
す
が
、
皆
様
方
の
温
か
い
ご
指

導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

両
記
念
展
開
催
に
よ
せ
て

理
事
長
　
木
村
大
澤

　

宏
道
書
会
が
創
立
五
十
周
年
を

迎
え
、
記
念
の
五
十
回
展
が
八
月

二
十
日
か
ら
二
十
五
日
、
名
古
屋

電
気
文
化
会
館
に
て
開
催
さ
れ
た
。

半
世
紀
の
時
を
重
ね
、
こ
こ
に
大

き
な
節
目
を
迎
え
た
こ
と
は
、
会

員
と
も
ど
も
大
い
に
喜
ば
し
い
。

東
書
藝
の
中
で
も
大
所
帯
の
宏
道

書
会
は
、
山
本
宏
城
先
生
が
会
を

設
立
。
風
岡
五
城
先
生
、
山
本
晴

城
先
生
が
会
長
と
し
て
会
を
牽
引

し
、
多
く
の
作
家
が
育
っ
て
き
て

い
る
。
東
書
藝
の
役
員
と
し
て
も

多
く
の
会
員
が
活
躍
し
、
そ
の
重

責
を
担
っ
て

い
る
。

　

第
五
十
回

の
記
念
展
と

し
て
、
学
生

部
に
お
い
て

名
古
屋
中
警

察
署
と
コ
ラ

ボ
し
、「
交

通
安
全
・
防
犯
」
に
関
す
る
語
を

幼
・
小
・
中
学
生
の
課
題
と
し
た
。

二
十
五
日
の
授
賞
式
で
五
十
回
記

念
賞
や
、
中
警
察
署
長
賞
が
授
与

さ
れ
、
大
変
好
評
で
あ
っ
た
。

　

最
終
日
の
二
十
五
日
に
は
、
記

念
の
祝
賀
会
を
コ
ー
ト
ヤ
ー
ド
ホ

テ
ル
バ
イ
マ
リ
オ
ッ
ト
で
開
催
。

多
く
の
御
来
賓
の
ご
列
席
の
も

と
、
祝
宴
が
行
わ
れ
た
。
大
村
愛

知
県
知
事
の
祝
辞
も
あ
り
、
会
員

の
喜
び
も
ひ
と
し
お
で
あ
っ
た
。

風
岡
名
誉
会
長
と
山
本
会
長
の
挨

拶
で
は
、
本
会
へ
の
思
い
が
し
っ

か
り
丁
寧
に
語
ら
れ
、
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
に
さ
せ
ら
れ
た
。

　

創
立
五
十
周
年
記
念
と
し
て
代

表
展
（
東
京
展
）
を
企
画
、
十
月

二
十
五
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
、

東
京
有
楽
町
の
朝
日
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
二
十
二
人
の
新
作
小
作
品
を
含

め
展
示
し
た
。
連
日
沢
山
の
来
場

者
で
盛
況
で
あ
っ
た
。
東
京
で
の

祝
賀
会
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

多
く
の
御
来
賓
を
お
迎
え
し
て
半

世
紀
を
祝
す
記
念
す
べ
き
行
事
と

第
50
回
記
念
宏
道
書
展

創
立
50
周
年
記
念
宏
道
書
会
代
表
展（
東
京
展
）

会員寄せ書き

名古屋展
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な
っ
た
。
本
会
は
産
経
国
際
書
会

で
も
活
躍
し
て
お
り
、
名
誉
理
事

長
と
し
て
風
岡
先
生
、
副
理
事
長

と
し
て
山
本
先
生
が
手
腕
を
発

揮
、
全
国

レ
ベ
ル
で

の
活
躍
も

積
み
重
ね

て
い
る
。

そ
の
こ
と

が
、
今
回

の
成
功
に

寄
与
し
て

い
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

振
り
返
れ
ば
、
私
木
村
は
第
十

回
展
か
ら
の
出
品
で
、
当
時
は
金

山
の
名
古
屋
市
民
会
館
で
の
開

催
。
角
材
で
壁
面
を
組
ん
で
の
展

示
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
今
で
も
思

い
出
さ
れ
る
。
第
十
四
回
展
か
ら

電
気
文
化
会
館
に
移
り
、
コ
ロ
ナ

禍
に
も
負
け
る
こ
と
な
く
、
休
ま

ず
毎
年
開
催
で
き
た
こ
と
は
特
筆

す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　

今
後
と
も
、
皆
様
の
ご
指
導
ご

鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

九
月
十
日
～
十
五
日
、
栄
サ
ン

シ
テ
ィ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
。

メ
ン
バ
ー
は
七
十
一
回
展
で
高
評

価
を
受
け
た
院
人
三
十
名
。
出
品

者
は
次
の
方
々
で
す
。

代
表
　
鈴
木
紫
舟

　

初
め
に
、
残
暑
の
中
ご
高
覧
い

た
だ
き
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

心
象
展
は
故
・
梶
田
東
崖
先
生

が
昭
和
四
十
九
年
に
東
書
藝
の
会

員
以
上
を
対
象
に
、
崇
高
な
理
念

を
追
求
す
る
書
家
集
団
の
育
成
を

図
り
、
心
の
形
を
表
出
す
る
書
展

と
し
て
心
象
展
と
命
名
し
、
第

一
回
展
を
愛
知
県
美
術
館
に
て

開
催
。
以
後
毎
年
行
っ
て
い
ま

す
。
自
分
の
若
い
頃
、
東
崖
先
生

や
先
輩
先
生
方
の
大
作
に
感
動

し
、
私
も
早
く
出
品
す
る
こ
と
が

夢
で
し
た
。
昭
和
五
十
九
年
に
向

井
雲
崖
先
生
が
好
日
社
の
社
中
展

を
提
唱
さ
れ
、
名
古
屋
市
博
物
館

に
て
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
現
在

は
止
め
て
、
心
象
展
を
全
会
員
の

作
品
展
・
社
中
展
と
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
ベ
テ
ラ
ン
か
ら
初
心

者
ま
で
、
四
十
五
名
の
出
品
で
し

た
。
記
念
展
ら
し
く
と
歴
代
代
表

の
作
品
を
展
示
。
初
代
梶
田
東
崖

先
生
は
じ
め
、
向
井
雲
崖
、
牧
以

観
、
向
井
遊
香
、
久
野
北
崖
、
岩

田
冬
崖
の
各
先
生
方
の
作
品
は
懐

か
し
く
、
温
か
い
も
の
が
心
に
溢

れ
ま
し
た
。
ま
た
三
年
前
よ
り
次

の
若
い
人
を
育
て
る
意
味
で
、
ジ

ュ
ニ
ア
展
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

お
蔭
様
で
多
く
の
方
々
に
ご
来

場
頂
け
ま
し

た
。
書
の
ユ

ネ
ス
コ
無
形

文
化
遺
産
登

録
は
書
道
界

全
体
の
悲
願

で
す
が
、
あ

わ
せ
て
書
道

人
口
が
増
え

る
こ
と
を
強

く
願
っ
て
い

ま
す
。
今
一
度
気
を
引
き
締
め
、

次
回
展
へ
向
け
て
歩
み
出
し
て
行

き
ま
す
。

　

最
後
に
、
道
を
拓
き
導
い
て
く

だ
さ
っ
た
先
生
方
・
先
輩
方
に
、

ま
た
こ
う
し
て
作
品
発
表
の
機
会

が
持
て
る
事
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
27
回
東
書
藝
選
抜
小
品
展

出 品 者
石 丸 琇 湖 	 磯 貝 紫 箭
磯 辺 麗 光 	 伊 藤 緑 穂
稲 垣 穂 月 	 浦 野 穆 風
大 竹 釉 月 	 岡 田 静 嶺
岡 本 翠 園 	 金 谷 典 子
川口志満子	 菅 野 香 楓
鬼 頭 青 峰 	 河 野 正 子
坂 口 朱 箭 	 澤 田 花 僲
篠 原 風 	 菅 沼 松 峯
竹 田 清 章 	 立 松 　 勝
蔦 　 皓 月 	 冨 永 壺 洞
鳥 居 玉 香 	 堀 渕 桂 花
松 枝 石 草 	 三 浦 希 韶
水 谷 紫 舟 	 三 田 敬 華
横 井 清 泉 	 吉 川 馨 泉

東京展

第
50
回
記
念 

　 

心
象
展

’24
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令
和
六
年
十
二
月
　
第
一
五
三
号

発
行
　
東
海
書
道
藝
術
院

編
集
　
加
　
藤
　
松
　
亭

　
　
　
堀
　
江
　
龍
　
舟

編
　
集
　
後
　
記

◇
今
年
の
最
終
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

◇
つ
い
こ
の
間
ま
で
の
酷
暑
が
う
そ

よ
う
に
時
は
進
む
。
空
に
鰯
雲
を
見

つ
け
た
時
は
ホ
ッ
と
し
た
。
季
節
を

大
切
に
感
じ
て
い
た
い
と
思
う
瞬
間
。

◇
来
年
は
乙
巳
の
年
、
皆
様
ど
う
ぞ

良
い
新
年
を
。
一
年
間
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

主
催　

景
雲
社
（
勝
田
晃
拓
）

◇
第
15
回
記
念
有
鄰
書
展

会
期　

３
月
12
日（
水
）～
16
日（
日
）

会
場　

岡
崎
市
美
術
館

主
催　

有
鄰
会
（
安
藤
餘
香
）

◇
第
72
回
東
海
書
道
藝
術
院
展

会
期　

４
月
８
日（
火
）～
13
日（
日
）

第
一
会
場　
愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

第
二
会
場　
名
古
屋
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
栄

会
場
式　

４
月
８
日（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
第
一
会
場
に
て

贈
賞
式
・
祝
賀
会　

13
日（
日
）

　
　
　

名
古
屋
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

　
　
　

12
時
30
分
受
付
13
時
開
始

主
催　

東
海
書
道
藝
術
院
展

　
　
　

中
日
新
聞
社

◆
第
17
回
攻
玉
書
会
展

（
羽
根
田
菖
橋
・
米

寿
祝
、
羽
根
田
菖

風
・
豊
田
文
化
功

労
賞
受
賞
記
念
）

　

８
月
31
日
～
９

月
１
日
、
豊
田
市

民
文
化
会
館
、
羽

根
田
菖
橋
代
表
。

◆
第
58
回
碩
山
書
院
一
門
展

　

９
月
14
日
、
15
日
、
蒲
郡
市
民

会
館
東
ホ
ー
ル
、
大
竹
翠
葉
代
表
。

◆
第
66
回
游
心
書
展

　

９
月
18
日
～
23
日
、
愛
知
県
美

術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、松
浦
白
碩
代
表
。

社
中
の
歩
み

◆
第
42
回
飯
田
書
人
会
展

―
幽
石
書
道
会
合
流
展
―

　

９
月
27
日
～
10
月
１
日
、
飯
田

創
造
館
、
加
山
幽
石
代
表
。

◆
第
24
回
心
書
会
展

　

11
月
３
日
～
５
日
、
亀
山
市
文

化
会
館
、
安
藤
清
舟
代
表
。

◆
第
47
回
梓
会
書
道
展

　

11
月
12
日
～
17
日
、
愛
知
県
美

術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、勝
川
香
艸
代
表
。

◆
第
41
回
花
墨
会
展

　

11
月
16
日
～
17
日
、
菰
野
町
図

書
館
、
松
岡
麗
泉
代
表
。

◇
’25
今
日
の
書
展

会
期　

１
月
７
日（
火
）～
13
日（
月
）

会
場　

愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

主
催　

中
部
圏
書
芸
作
家
協
議
会

　
　
　

中
日
新
聞
社

◇
第
60
回
新
春
東
書
藝
代
表
作
家
展

会
期　

１
月
21
日（
火
）～
26
日（
日
）

会
場　

電
気
文
化
会
館
東
ギ
ャ
ラ
リ
ー

主
催　

東
海
書
道
藝
術
院

◇
院
人
研
修
会

期
日　

２
月
９
日（
日
）13：00
～

会
場　

�

愛
知
県
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

12
Ｆ
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
Ａ

◇
第
40
回
記
念
景
雲
社「
絆
」書
道
展

会
期　
２
月
25
日（
火
）～
３
月
２
日（
日
）

会
場　

ク
リ
エ
ー
ト
浜
松
３
階 

　
　
　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
31

今
後
の
予
定


